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　突然ですが、みなさんはゴールデン
ウィークはどこで何をしていますか？
　私は、関東の山地源流域でひたすら
ムカシトンボを待ち伏せることが毎年
の恒例となっています。怪しいですが、
純粋にムカシトンボが好きなだけなの
で、安心してください。
　ムカシトンボは前後でほぼ同じ形の
羽をもち、とまるときは羽を閉じます。
この特徴が、約 1億 5 千万年前のジュ
ラ紀に繁栄していたトンボの祖先と共
通することから、「生きた化石」と称さ
れています。黒と黄色の縞模様をした
体長 5cm程のトンボで、私にとっては
魔性のトンボと化しています。

　私がムカシトンボに魅了される理由
は二つあります。
　一つは写欲を掻き立てられる点です。
特にオスは普段の動きがとても俊敏で、
写真に撮ることは困難です。私は未だ
にオスのとまっている姿に遭遇したこ
とがありません。
　しかし、本州（特に関東）では、前述
したゴールデンウィークの頃にオスが
メスを探索するためにホバリングを交
えた比較的ゆっくりとした飛翔を行う
ことがあり、そのときばかりはシャッ
ターチャンスが訪れます。「とても難し
いわけではないので、もしかしたら撮
れるかも」と思わせる絶妙の塩梅がムカ
シトンボにはあるのです（とはいえ未
だに納得のいく写真は撮れていません
が・・）。
　もう一つは、生息環境が心地良い点
です。ムカシトンボは水の澄んだ源流、
渓流域に生息しています。一日中待って
いても本命のムカシトンボが現れない
日もありますが、常に涼しげなせせら
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ぎが聞こえ、カワガラスが水浴びにきた
り、カラスアゲハが吸水に訪れたりと、
私にとって、ムカシトンボの生息環境は
飽きることがない魅惑の空間なのです。
　そんなムカシトンボですが、卵から成
虫になるまで南日本で 5～6年、北日本
で 7～8年程かかるといわれています。
その他のトンボは卵から成虫になるま
でおよそ 1～3年、最も成長が早いウス
バキトンボは 1ヶ月半～2ヶ月程といわ
れており、成虫になるまでの期間の長さ
はムカシトンボが際立っています。
　つまりムカシトンボは、生息環境が最
長 8年間維持されなければ成虫になる
ことができないのです。
　このような理由から、ムカシトンボは
自然環境のバロメーターとしての役割
も果たしているといえます。
　毎春、源流域を飛び回るムカシトンボ
を見るたびに、太古に思いを馳せて感慨
深い気持ちになります。出現時期は本州
とは異なりますが、赴任したばかりの北
海道でも探してみたいと思います。



環境省自然環境局「生物多様性地域戦略策定の手引き（改訂版）」（平成 26 年 3 月）の図をもとに作成
図 1　地域戦略の横断的な位置づけ
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　生物多様性とは、私たち人間が自
然から受ける恵み（生態系サービス）
を生み出す基盤です。多様な地形や
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地域の新たな価値を見出そう！
 「自分ごと」の生物多様性戦略　

東京支社 生物多様性推進室 根岸 理佳子

　生物多様性条約が採択された 1992 年リオ地球サミットから 25 年。その間、国内
では「生物多様性の保全」に係る法整備や普及・啓発の取りくみが多数なされてきま
したが、それらは実際、みなさんの暮らしの中に浸透してきているでしょうか。

　「生物多様性の保全」とは、現存する自然環境を守るとともに、持続可能な資源利
用を進めることをいいます。ここでは、自治体の地域計画である「生物多様性地域戦
略」づくりを紹介します。地域戦略づくりを通じて、誰もが「自分のこと」として生
物多様性の保全に関わることができることを感じていただければと思います。

私たちと生物多様性 地質、その上に成り立つ植生や景観、
多くの生きものたちに囲まれ、人間
の暮らしは豊かなものとなります。
また、自然から受ける恵みは、農林
水産業や製造業をはじめとした多岐

にわたる分野に活用され、広く私た
ちの暮らしを支えています。言い換
えれば、社会を支える様々な「産業」
や「経済」活動は、自然の恵みによ
り成り立っているのです。
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・生きものの生息・生育地
・自然に形作られた景観
・土地に根づく歴史・文化・暮らし
・自然のもつ緩衝機能

生物多様性の視点で掘り出し
・リノベーションできないかな
・丁寧な暮らしをしたいな
・多様なものの混在がいい！
・農業や漁業に興味がある！

新しい価値観も付加

社会の課題 地域資源 生物多様性を軸にした
新たな地域の価値創造

課題解決

地球規模での自然環境の劣化

長期にわたる経済の停滞

少子高齢化・人口減少の進行

経済のグローバル化による
国内産業の衰退

一次産業の衰退・後継者不足

インフラの劣化、
甚大化する災害への対応遅れ

地産地消の推進による地域経済の活性化

地域固有のエコロジカルネットワークの
形成・生物多様性の保全

一次産業の観光への利用・六次産業化

グリーンインフラの推進による
インフラ再生・レジリエンスの強化

多様な主体による新たな価値観の創出に
よるコミュニティの再生

野生動植物の保全管理策の構築

地域固有の貴重な動植物
・景観・生物の多様な資源

地域の伝統産業や歴史・
文化

地域の自然や生態系が
もつ多様な機能や冗長性

から、「多様な部署の参加と連携」が
必然的に求められます。横断的な組
織連携のなかで、それぞれの得意分
野を組み合わせながら計画を実施し
てこそ、地域の総合的な課題解決が
効果的に図れるからです。（図 2）
　また、自治体内だけではなく「自
治体間の連携」という手法も提案で
きます。例えば野生動物は、森や川
などまとまった面積の自然環境を生
息域として利用しますが、こうした
自然環境は人の都合で引かれた行政
界をまたいで存在する場合がほとん
どです。したがって、野生動物の保
全管理や人との共生を図ろうとする
場合、生息環境を共有している自治
体間で課題を共有し、連携して統一
した対策をとることが、最も効果的
な結果を導くことになるからです。

　近年、経済の長期停滞期を経て人々
の価値観は大きく変化しました。過
去の価値観のままでは社会は成り立
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　自治体がつくる生物多様性地域戦
略は、「自然環境の保全」に代表され
る環境政策に加え、「産業」や「経済」、

「まちづくり」など多様な政策に関わ
る総合計画です。したがって、その成
果は自然環境の保全はもとより、産
業経済の発展や歴史文化の醸成等を
含むまちづくり計画なのです。（図１）
　戦略づくりでは、「多様な主体が参
加し連携」して事業を進めることが
できるような「しくみ（制度）づくり」
がキーとなります。多様な主体の主
人公はまず市民です。地域住民や活
動団体、地域内の企業や大学、商店
街など、多様な市民が戦略づくりに
関わることで、埋もれた地域の資源
を発掘することができます。その結
果、その土地固有の技術が進歩し地
域の経済が発展するなど、新たな社
会的価値を創出することができます。
　実行のけん引役となる自治体にお
いても同様です。生物多様性の要素
は、環境、農林水産、商工業、土地
整備等あらゆる分野にまたがること
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たたない、多様な価値観を許容しよ
うという動きも活発です。地域もま
た、そこに住む人とともに変化する
ことが必然的に求められます。
　翻って生物多様性の保全は、こう
した時代だからこそ有効な考え方で
はないかと思われます。なぜなら、
生物多様性の保全の根底には、新し
く何かを造るのではなく本来その地
にあった要素や昔あった価値観を掘
り起こし、時代に合った形に修正し
再生するという考えがあるからです。
　弊社では、強みとする自然環境調
査や GIS 技術を用いて地域情報を

「見える化」することで、地域の新た
な価値づくりや、地域の方々の「気
づき」に貢献できればと考えていま
す。また、地域で何かしたいと思っ
ている人が行動できるような「しく
み（制度）づくり」をサポートします。
そして、それらの事業活動を通じて、
それぞれの地域が自然から受ける恵
みを取り入れ、その地域が本来持つ
力を十分に活かした暮らしを育むこ
とができる、魅力ある地域づくりに
つなげたいと考えます。

図 2　社会の変化・価値観の変化と地域戦略の役割の関係図

地域戦略づくりとは

暮らしを見直し、
新しい地域づくりへ

ちいかん News Letter No.41
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業務紹介

耶馬日田英彦山国定公園における

ニホンジカ捕獲事業の取り組み

■ はじめに

　耶馬日田英彦山（やばひたひこさん）国定公園は、福岡県、大分県、熊本県にまたがる国定公園で

あり、近年はニホンジカ（以下、シカ）の食害による生態系被害が深刻化しています。なかでも、英

彦山及び犬ヶ岳地区は、地形が急峻であること、山岳信仰の対象であること、登山者が多いこと等の

理由から、シカの捕獲が進んでこなかったという背景があり、食害による絶滅危惧植物の個体数減少

や、ブナ群落の縮小が問題となっています。

　そこで福岡県は、生態系の回復を目的として指定管理鳥獣捕獲等事業（以下、捕獲等事業）による

当該地区内でのシカ捕獲を実施することとしました。弊社はその捕獲等事業の前段階である、指定管

理鳥獣捕獲等事業実施計画策定業務を受託し、計画策定に必要となる各種調査と試験的捕獲による効

果的・効率的な捕獲手法の検討を行いました。今回はそのうち、試験的捕獲についてご紹介します。

野生生物管理事業部　久野　航

地面からシカの届く範囲までの葉が全て食べられ、残った葉との境界線（ディアライン）が生じた林。低木や下草もほとんどみられない。

樹皮を剥がされた木

－ ちいかん全社集会 2016　技術成果発表会 最優秀賞受賞発表要旨 －
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■ 試験的捕獲
　試験的捕獲では、様々な条件で捕獲効率等を比較し、
効果的・効率的な捕獲手法を検討しました。具体的には、
「使用するわなの検討」、「実施場所の検討」、「エサの検
討」を行いました。

（１）わなの検討
　わなは図 1 に示すくくりわな、箱わな、囲いわなを
使用しました。

　くくりわなは作動方式等の異なる 5 種、囲いわなは
4 × 5m のものを 1 基、箱わなは間口の大きさや形状の
異なる 3 種を使用し、それぞれに捕獲効率や作業効率
等を比較することで、捕獲等事業で使用するわなの絞り
込みを行いました。

（２）実施場所の検討

　人の集まる神社の敷地や国道周辺、登山道周辺はわな
設置ができないことから、捕獲は林道沿いでの実施を基
本としました。さらに、シカの痕跡が多く、車で走行可
能であり、かつ人目につきにくいという条件にもとづき、
6 か所の林道を選定しました。

（３）エサの検討

　エサで誘引しての捕獲では 5 種のエサを使用し、それ
ぞれに誘引効果を比較しました（図 2）。

　比較は林内にエサ台を設置して行い、定着したシカを
くくりわなで捕獲し、その捕獲効率等を算出する方法を
とりました（図 3）。

　比較試験の結果、誘引効果の低かったエサや、シカで
はなくアライグマが定着してしまったエサについて、捕
獲等事業では除外することとしました。

ちいかん News Letter No.41

図 1　今後の事業での使用を検討した各種わな

 

図 3　エサに誘引されたオスジカ

さまざまなタイプのくくりわな

囲いわな
4 × 5 m の小型なもの。カウントセンサー付き

箱わな
箱わな（開口 1.0 ｍ） 箱わな（開口 1.5 ｍ） 巾着式網箱わな

図２　誘引するエサの比較

     　ヘイキューブ　　　　  　　 鉱 塩　　　 　鉄粉入り鉱塩（ユクル）
（牧草を圧縮・成型した飼料）

     　　　　　 ビートパルプ　　　　  　　　   　 圧片とうもろこし
（砂糖大根の圧搾カスをペレットにした飼料）

業務紹介
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　ちいかんでは、社内のコミュニケー
ションを深め、会社のビジョンや最新技
術の共有をはかるため、教育訓練や全
社集会、周年旅行等を実施しています。
　2016 年度は 11 月 28 日に「チャレン
ジの共有」をテーマとし、本支社に福山
分室を合わせた７拠点による、ビデオ
通話を利用した集会が開催されました。
　調査方法の新たな試み、生物多様性

地域戦略や関連事業、社内では馴染み
の薄い業務など、多彩な分野での「チャ
レンジ」を伴う技術成果が披露されま
した。その中から、全社員による投票形
式により当誌 P.4～6 の久野の発表が見
事最優秀賞に選ばれ、表彰されました。

　2016 年度・2017 年度新入社員の紹介
コーナーには多くのフレッシュな顔ぶ
れが登場し、「ちいかんニュース」では
各地の１年間の大小様々なエピソード
が披露され、画面越しながら、お互い
の絆を深めることができました。
　全拠点が心を一つにして良好なサー
ビスをご提供できるよう、今後も様々
な形で社内の結束を図ってまいります。

ちいかん全社員が
一堂に会した全社集会

ちいかん全社集会
技術成果発表会のようす

業務紹介／ Information

■ 安全管理
　動物が捕獲された場合、止めさし（とどめをさす行為）
を行う必要がありますが、動物に接近しなくてはならず、
また、動物が興奮していることもあるため、作業は非常
に危険をともないます。私たちはわなによる動物捕獲時
の安全管理として、「①道具のメンテナンス」、「②作業手
順の事前確認」、「③従事者の体調チェック」、「④捕獲個
体やわなの状態を遠くから観察することによる安全確認」
等を徹底しました。試験的捕獲では7月～10月の実施で、
シカ 53 頭、イノシシ 6 頭を捕獲しましたが、事故やケ
ガもなく、無事に作業を終えることができました。

■ 捕獲個体の有効活用
　捕獲個体は埋設処分を基本としましたが、周辺自治体
の食肉処理施設が受け入れ可能な場合は施設に引き渡し、

有効活用を図りました。その結果、本業務で捕獲された
シカの一部はレトルトカレーに加工され、道の駅等で販
売されました（図 5）。

■ 捕獲等事業実施計画の策定
　本業務の結果をもとに、次年度の捕獲目標頭数や捕獲
手法、捕獲実施場所、捕獲個体の処分方法、安全管理等
を定めた、当該地区の「平成 29 年度指定管理鳥獣捕獲
等事業実施計画」が策定されました。次年度以降、順応
的管理の考え方にもとづき、事業実施計画は都度見直さ
れていくこととなりますが、初年度の計画段階から捕獲
業務に関われたことは大きな経験となりました。今後、
捕獲関連の事業が全国的に増えていくなかで、私たちは
そうした社会のニーズに、環境コンサルタントとしてこ
れからも応えていきたいと思います。

図 4　ロープによる捕獲個体の保定

図 5　本業務で捕獲したシカが利用されたカレー

●●●●●●●●●●●I   n  f   o  r  m  a  t   i   o  n○○○○○○○○○○○

管理職研修で実施した
ワークショップ

ビデオ通話を利用して
各支社からも参加

2013年
2016年
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　　　　　　　　                   　                            ・永沢敦子 ・ 渡邉由佳 ・ 亀井光子

ねこやなぎ色、紅梅色、菜の花色、桜色、若葉色、青藤色、萌葱色 … 。

雪解けて、うららかな春から初夏に向かう季節の移り変わりを見事に

あらわす伝統的な「和色」。「和色見本」を眺めていると 、古（いにしえ）

の人々の四季折々の日本の自然に対する豊かな感性が伝わってくる

ようです。和色は 500 色ほどあるそうで、古くは万葉集に「鴨の

羽色（少し暗い青緑色）」を織り込んだ歌が詠まれているとのこと。

ちなみに洋色の慣用色は250～300色で、マガモの羽の色を意味する

”teal green”という表現も。色の名からも鴨が共通の身近な存在だと

いうことがうかがえますね。和色の世界に親しみ、「浅葱色の素敵なお召

し物ですね」なんてさらりと言葉に出せたら素敵です。（中山  香代子）

素朴な疑問やご感想などお寄せください。お待ちしています。 E-mail : nl-info@chiikan.co.jp
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編
集
後
記

ちいかんは、全国各支社へ「生物多様性推進」「野生生物
管理・鳥獣被害対策」の各担当を配置し、地域に密着
したきめ細かいサービスをご提供しています。お気軽に
お近くの支社にご相談、お問い合わせください。

い先輩に相談したところ、天然由

来で虫が忌避する成分の入った液

体スプレーを勧められました。

　人よりも少し皮膚が弱いので、

しみたりピリピリしたりしないか

心配でしたが、汗をかいて毛穴が開いて

いる時以外は大丈夫で、スプレーをした

瞬間に蚊柱が離れていく様は見ていて

快感でした。

　天然由来の液体スプレーも、市販のス

プレー同様に汗をかいたら落ちてしま

うので、ズボラな私にとっては塗り直す

ことが手間でしたが、昨年は何とか無事

に腕や顔がボコボコにならない状態で

友人の結婚式へ参列したり、お客様とお

会いしたりすることが叶いました。

　この先もすでに友人の結婚式への出

席が決まっていて、有り難いことに、お

客様とお会いする機会はさらに多くな

りそうです。今年もしっかりと「お岩さ

ん」防止対策を実施していくことになり

そうです。

れ、四谷怪談の「お岩さん」のように

なってしまいました。

　ちいかんに入社してからも、何度か

顔や腕を刺されて腫れ、皮膚がボコボ

コに。刺された箇所を掻き毟り、かさ

ぶただらけになったことがあります。

　しかし、昨年は特に、その状態を避け

たい理由がありました。友人の結婚式

が数回あり、友人達にとって一生モノと

なる写真に顔や腕がボコボコの状態で

写りたくなかったこと、お仕事でもお客

様とお会いする機会が多くなり、皆様

をびっくりさせたくなかったためです。

　虫が活発な時期に自然のなかでお仕

事をさせてもらう際は、以前は市販の

一般的な虫除けスプレーをつけていま

したが、顔にスプレーするのはちょっ

と…、網を被るのも視界がなぁ… と思

　「山に入るときには、化粧はなる

べくせず、香水は NG。長袖シャ

ツ・長ズボンで！」　大学時代に先

生からいわれた言葉です。

　長袖・長ズボンは蚊や毛虫、ハ

チなどの虫から身を守るため。香水は、

虫を誘引する成分が含まれることがあ

るからということでした。化粧につい

ては、香料のこともありますが、汗で化

粧が落ちて顔がドロドロになるからと

のこと。

　大学で野外実習を受けるまでは、山や

森林などでアウトドア活動をする機会

がほとんどなかった私ですが、以後現在

に至るまで、このアドバイスを忘れずに

心掛けています。

　それにもかかわらず、大変な目に遭っ

たこともあります。大学時代に蚊やブ

ユの多い沢で先輩のお手伝いをしてい

て、長袖・長ズボンの足や腕はそれほ

ど酷くはなかったのですが、無防備に

なっていた顔を刺されてしまったので

す。刺された箇所はみるみるうちに腫

B U G  S P R A Y S

虫が忌避する成分が入った
天然由来の液体スプレー

※ナチュラルスキンケア商品
　を扱うセレクトショップ、
　コスメ専門店、ネット通販
　等で購入できます。

※いずれの場合も忌避効果や
　刺激の強弱には個人差があ
　ります。

ある日のフィールド・ノートから

ストップ !! お岩さん !?

（東京支社 生物多様性推進室 松隈 詩織）

市販の一般的な
虫除けスプレー


